
第１号様式 
 

平成１７年  月  日 

自動車検査独立行政法人殿 

届出者の氏名または名称          菅野宗一 

住 所          秋田市下新城笠岡字堰根７８番地 

連 絡 先 ( 担 当 者 )          菅野宗一 

電 話 番 号          ０１８－８７３－２３５７ 
 
 

改 造 自 動 車 等 届 出 書 

車 名 ・ 型 式 ジープKB-J55改 種 別 小型 用 途 貨物 

(１)－① 車枠及び車体 (３)－④ 動力伝達装置 (５)－④ 操縦装置 

(１)－② 〃 (３)－⑤ 〃 (６) 制動装置 

(１)－③ 〃 (４)－① 走行装置 (７)－① 緩衝装置 

(２)－① 原動機 (４)－② 〃 (７)－② 〃 

(２)－② 〃 (４)－③ 〃 (８) 連結装置 

(３)－① 動力伝達装置 (５)－① 操縦装置 (９) 燃料装置 

(３)－② 〃 (５)－② 〃  試作車 

改

造

内

容

等 (３)－③ 〃 (５)－③ 〃  組立車 

改造予定車輌数 １ 主たる使用地域 秋田陸運支局管内 

注1． 該当する改造内容を○で囲むこと 
注2． 添付資料を省略する場合には、添付資料欄に×を付すこと。 



第２号様式 
第 号 
平成１７年  月  日 

自動車検査独立行政法人 殿 

改造概要説明書(改造自動車等審査結果通知書) 

［指示事項］ 
 
 
 
 

主要諸元比較表            （改造） 
項 目 標準車 改造車 基準 項 目 標準車 改造車 基準 
車 名 ジープ ← ― 乗 車 定 員  人 2（4） ← ― 
型 式 KB-J55 KB-J55改 ― 最 大 積 載 量  ㎏ 250（0） ← ― 
自 動 車 の 種 別 小型 ← ― 前 軸 重 790（805） 863（878） ≦10,000 
用 途 貨物 ← ― 後 軸 重 940（785） 927（772） ≦10,000 
車 体 の 形 状 ボンネット ← ― 

車輌総重量㎏

計 1,730（1,590） 1,790（1,650） ― 
燃 料 の 種 類 軽油 ← ― 右  ° 43 40 
原 動 機 型 式 4DR5 ← ― 

最 大 安 定

傾 斜 角 度 左  ° 43 40 
一般≧35° 
其他≧30° 

総 排 気 量  ｌ 2.659 ← ― 前 軸 215R15-6PRLT 700R16-8PRLT ― 
長   さ  ｍ 3.455 3.500 ≦ 12

タイヤサイズ
後 軸 215R15-6PRLT 700R16-8PRLT ― 

幅  ｍ 1.665 ← ≦ 2.5 前 軸 38（39） 43（44） ― 
高   さ  ｍ 1.910 1.995 ≦ 3.8

積載時タイヤ

荷重割合％ 後 軸 45（38） 46（39） ― 
軸   距  ｍ 2.030 ← ― 積載時前輪荷重割合％ 45（50） 48（53） ≧18、20％ 

前 輪 1.305 1.339 ― 
輪 距 ｍ 

後 輪 1.305 1.339 ― 
リアオーバーハングｍ 0.660 ← ≦

1/2,11/20,2/3L
長 さ 0.810 ← ― 荷 台 オ フ セ ッ ト ｍ －0.135 ←  
幅 1.490 ← ― 最 小 回 転 半 径 ｍ 5.4 ←  

室内又は

荷台の内

側 高 さ 1.215 ← ―   
前 軸 770 843 ―   
後 軸 600 587 ―   

車輌重量 

㎏ 
計 1,370 1,430 ―   

能力強度等検討 
加 速 能 力 車 枠 強 度

勾 配 能 力 車 軸 強 度

 

操 縦 装 置 強 度 σB/α=1,882.1/315.2=5.9＞1.6 
制 動 能 力 

緩 衝 装 置 強 度 σB/α=115/48.951=2.3＞1.6 
回 転 数 制 動 装 置 強 度

推 進 軸 
強 度 

 

連 結 装 置 強 度

 

 
 
 
 



第２号様式 

改 造 等 の 概 要 

目 的 
不整地走破性を向上させる為には荷重移動を抑えたうえで、標準設定車高

を変更する必要があります。 
これらの目的を達成させるためＢｏｗサスペンションへ変更しました。 

車枠及び車体 
 

原 動 機 
 

動力伝達装置 
 

走 行 装 置 
 

操 縦 装 置 
車高の増加に伴い、短くなったステアリングリレーロッドをモトレージ社

製アジャスタブルリレーロッドに交換。「別添強度計算書」 

制 動 装 置 
 

緩 衝 装 置 

リーフスプリング及びシャックルをＢｏｗリーフスプリング（仕様は下記

の通り）とＢｏｗシャックルに変更。「別添強度計算書」 
これに伴いシャックルブッシュを強化品に変更 

前左右（1010×60×6－5・5－1） 
後左右（1209×70×6－5・5－2） 

連 結 装 置 
 

燃 料 装 置 
 

 
 





ＫＢ－Ｊ５５ 
種別区分番号 001 

 重量Ｗ 
（㎏） 

前輪オフセット

（㎜） 
前軸荷重Ｗｆ 
（㎏） 

後軸荷重Ｗｒ 
（㎏） 

車両重量 1,370  770 600 
【削除項目】     
フロントリーフス

プリング及びシャ

ックル 30 0 30 0 
リヤリーフスプリ

ング及びシャック

ル 30 2,030 0 30 
ステアリングリレ

ーロッド 10 0 10 0 
【増設項目】     
フロントリーフス

プリング及びシャ

ックル 30 0 30 0 
リヤリーフスプリ

ング及びシャック

ル 30 2,030 0 30 
ステアリングリレ

ーロッド 10 0 10 0 
ウインチ 60 －425 73 －13 

改造車両重量 1,430  843 587 
乗員２名 
及び荷物 360  20 340 
乗車４名 220  35 185 

改造車両総重量 
（２名乗車） 1,790  863 927 
改造車両総重量 
（４名乗車） 1,650  878 772 

積車時前輪荷重割合 
２名乗車時 
Ｗｆ／Ｗ×100＝863／1,790×100＝48.21 
４名乗車時 
Ｗｆ／Ｗ×100＝878／1,650×100＝53.21 

積車時タイヤ荷重割合 
  タイヤ 負荷 
  

サイズ 許容荷重㎏
タイヤ１本当り 
荷重    ㎏ 

タイヤ１本当り 
負荷率   ％ 

２名乗車 前輪 700R16-8PRLT 1,000 431.5 43.15 
２名乗車 後輪 700R16-8PRLT 1,000 463.5 46.35 
４名乗車 前輪 700R16-8PRLT 1,000 439 43.9 
４名乗車 後輪 700R16-8PRLT 1,000 386 38.6 

 



ＫＢ－Ｊ５５ 
重心高の算出 

Wh
hLWrWrLRH

22)'( −−
+=  

Ｈ＝重心高 

Ｒ＝389 mmタイヤの有効回転半径（使用タイヤ 700R16-8PRLT） 

Ｌ＝2,030 mm軸距 

Ｗ＝1,582㎏車輌重量 

Ｗｒ＝660㎏空車状態及び水平時の後軸荷重 

Ｗｒ’＝760㎏前車輪をｈ（600 mm）だけ揚げた時の後軸重 

75.803
6001582

6002030)660760(2030389
22
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安定幅の算出 

左側                      右側 

         
W

TrWrlTfWflBr )(cos ×+×
=

α
 

Bl ＝左側安定幅 

Br ＝右側安定幅 

Tf ＝1,339mm  前輪距 

Tr ＝1,339 mm  後輪距 

Ｌ ＝2,030 mm  軸距 

Ｗ ＝1,582㎏   車輌重量 

Wfl＝466㎏   左前輪荷重 

Wfr＝456㎏   右前輪荷重 

Wrl＝326㎏   左後輪荷重 

Wrr＝334㎏   右後輪荷重 

α＝      前後車輪の接地部中心点を結ぶ直線が車輌中心点と交わってなす角度 

 

0
20302

13391339
2

tan =
×
−

=
−

=
L
TlTrα    0=∴α    1cos =∴ α  

mmBl 65.668
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)13393341339456(1
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×+×
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最大安定傾斜角度の算出 

左側                   右側 

H
Bll =βtan                 

H
Brr =βtan  

β＝最大安定傾斜角度 

H＝803.75mm 重心高 

Bl＝668.65mm 左側安定幅 

Br＝670.35mm 右側安定幅 

左側                   右側 

832.0
75.803
65.668tan ==lβ           834.0

75.803
35.670tan ==rβ  

°=∴ 40lβ                  °=∴ 40rβ  
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ステアリングリレーロッドの強度計算書 
 

ステアリングシャフトに作用するトルク η×××= eRQT  
Ｑ＝ハンドルに作用する力、乗用車、小型車は 15㎏ｆ 
Ｒ＝ハンドルの半径 200㎜ 
e＝ステアリング系の減速比 19.7 
η＝機械効率 0.8 
Ｔ＝15×200×19.7×0.8＝47,280㎏ｆ㎜ 
 
ピットマンアームがステアリングリレーロッドを押す力 Ｆ＝Ｔ÷Ｌ 
Ｔ＝ステアリングシャフトに作用するトルク 47,280㎏ｆ㎜ 
Ｌ＝ピットマンアームの長さ 150㎜ 
Ｆ＝47,280㎏ｆ㎜÷150㎜＝315.2㎏ｆ 
 
ステアリングリレーロッドの最小断面は直径 20㎜の実空真円とする 
Ｄ＝直径＝20㎜ 

断面二次モーメント
64

4DI ×
=
π

＝
64
204×π

＝7,853.98㎜4 
  

ステアリングリレーロッドの座屈荷重Ｐｃ＝ ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ×

× 2
2

L
IEn π  

n＝柱の両端条件 両端ピン∴１ 

E＝柱の縦断面係数 21,000㎏ｆ/㎜2 
  

I＝最小断面二次モーメント 7,853.98㎜4 
  

L=ステアリングリレーロッドの長さ 930㎜ 

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ×

×= 2
2

930
98.7853210001 πPc ＝1,882.1㎏ｆ 

 

ステアリングリレーロッドの安全率 ===
315.2

1,882.1
F
Pcf 5.9＞1.6 




































